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　このたびは新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）により亡くなられた方々の
御冥福をお祈り申し上げますとともに、感
染され闘病中の方々に心よりお見舞い申し
上げます。

　 ２ 月23日 に 北 海 道 で21例 目 と な る
COVID-19患者の濃厚接触者のため、PCR
検査を受けた。結果は２月25日に報告があ
り、陽性だった。まったく無症状であり
結果は意外だった。入院隔離となったが、
PCR検査を再検し２回連続で陰性となり、
すぐ退院した。
　公式発表では道内32例目は美瑛町の60代
の開業医と報道されたが、すぐ当院と特定
されていろいろな影響があった。たとえば
新聞は風除室内の郵便箱の上にいつもは置
いていってくれていたが、報道のあったそ
の日の夕刊から、新聞をビニール袋に入れ
て風除室の外のドアハンドルにつるすよう
になった。つまり、新聞を取りに行くには、
玄関と風除室のドアを開けて寒い外に一度
出なくてはならなくなった。まあ、新聞は
インターネットの電子版で見られるので、
これを機会に購読をやめた。自動販売機の
飲料の補充もその日から来なくなり、リネ
ン業者からは院長の白衣はクリーニングに
出さないように、一般ゴミの収集業者から
はゴミ庫が一杯になってから連絡を受け、
それから回収に行くと言われてしまった。
警備会社からは夜間や休日などに侵入アラ
ームが鳴った時には駆けつけるが、その場
合しばらくは院内には入らない旨を告げら
れた。まあ、世間一般の予想できた過剰反
応かなと思った。ただ一方、ヤマト運輸な
どの宅急便、郵便物の配達は平常通りだっ
た。うれしく思った。
　２週間ほど経ち外来診療を再開し少し日
常が戻ってきたが、娘が３月17日に留学先
のニューヨーク市のマンハッタンから急き
ょ帰国した。その後すぐにニューヨーク市
で都市封鎖が宣言され、日本でも米国や欧
州からの入国が制限された。ぎりぎりのタ
イミングでの帰国だった。空港での検疫は
特に問題なかったが、念のため帰省してか
ら一軒家で隔離している。しかし、４日後に
37.4度の発熱が出現し、その後１日だけ37.9
度まで上昇し、軽度の倦怠感と微熱が続い
ている。いわゆる帰国者・接触者相談センタ
ーに連絡してPCR検査をお願いするか正直
迷っている。一難去ってまた一難である。

上川郡中央医師会 会長　藤原　正文
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　最近マスクに関して「うつされないため

のマスク装着は効果が無い」というのをよ

く耳にします。一方、「感染にはウイルス

量も関係しており、排菌者のマスク装着は

うつさないためには有効だ」とも言われて

います。排菌者のマスクだけ効果があると

いうことを不思議に思っていました。その

「元ネタ」を探したのですが、その根拠と

なる論文は見つけられず、結論が一人歩き

しているのではないかとも疑いました。そ

こで思い出したのがこの論文です（以前潮

風でカメラが故障した際に探したもので

す）。

　「海岸段丘上における潮風中の塩分分布

について」藤原滉一郎／梅島嗣郎
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　「飛沫」に関しての科学的な検証と考察

がなされています。

　波高と風速により波の飛沫の量と到達距

離が決まってくるそうで、大きさはほと

んどが５～ 10μ（最大でも15μ未満）で、

風速によっては落下することなく400m以

上の地点にも到達します。大きさも咳の飛

沫と大きな差は無く、波高や風速により到

達距離が影響される点も咳の飛沫を考える

うえで大きな参考になると思われます。そ

してここが肝腎なのですが、ガーゼ１枚

で「飛沫の50％を補足した」そうです。ガ

ーゼ１枚で飛沫の50％を除去できるならガ

ーゼを通過する飛沫は２枚で25％、３枚で

12.5％・・・10枚では何と99.9％の飛沫が

補足されるということになります。そし

て市販のガーゼマスクは16 ～ 18枚のガー

ゼを使っています。以上を考えるとマスク

の飛沫の補足効果は大きいと思われるので

す。また日本で感染のオーバーシュートが

回避されていることと、ヨーロッパに比べ

日本人のマスク装着率が高い事の関係も示

唆されており、少なくとも「マスクの効果

は無い」というのはいかがなものかと思っ

ている次第です。

十勝医師会 会長　栗林　秀樹
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